
◇はじめに

西南学院は、『西南学院七十年史』（以下『七十年史』）を発刊してから、早２０余年

が経ち、間もなく創立１００周年を迎えようとしている。同書発刊の中心になった学院

史資料室１は、１９７３年に設置されて以来、度重なる移転を繰り返したが、２００７年に本

館４階に移動し、ようやく落ち着いたかに見えた。しかし２００９年度に本館機能を２号

館へ移転するという計画が持ち上がり、再度移転する必要がでてきた。とはいえ、本

館への移動により、それまで点在していた貴重な学院史資料が１箇所に集まり、分

類・整理が容易になったことに変わりはない。ここで学院史資料室・事務室の変遷、

学院史に関する業務の歴史などを確認の意味で振り返ってみたいと思う。

◇１９６７年 広報室開設

学院史編集室が設置された経緯だが、１９６７年の設置以前は学院史に関する業務は広

報室の事務分掌に含まれていた。その業務内容は『七十年史』に詳しい。

「一九六七（昭和四二）年一〇月、学院本部に広報室が開設された時、その職務分

担の第一に、『学院歴史の編集に関すること』が含まれていた。しかし、大学広報の

発行、規程集の出版等に加えて、大学入試懇談会その他の業務があったため、学院史

編集について行動する時間的余裕はなかった。それでも、広報室の他の業務が一段落

した一九七〇（昭和四五）年は、各種座談会が開催され、学院の歴史や他大学の校史

編纂の事情について調査が実施された。その結果、広報室とは別個に独立した学院史

編集室を開設する必要のあることが提言された。」２という記述がある。一方、１９７１年

４月、理事会で「学院史をまとめること」が承認され、大学神学部を定年退職した三

１ 設置されたときは学院史編集室だったが、その後単独ではなく主に広報業務と兼務
したため、学院史資料室となった。

２ 『西南学院七十年史』下巻１７６頁

西南学院における学院史資料室・
事務室の変遷

企画広報課
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善敏夫名誉教授が担当することになった。

◇１９７３年 学院史編集室開設

三善先生の原稿は、１９７２年１２月「『西南学院史監修者懇談会』に提出されたが、種々

不備な点があり、」（『七十年史』）再編集することが決まった。その担当は広報室と

なったが、編集実務者の必要性から、１９７３年、新たに学院史編集室が設置された。そ

の詳細については、『七十年史』の「編集後記」に村上寅次学院史企画委員長が執筆

している。

「一九七三（昭和四八）年、当時のW．M．ギャロット院長は、学院史関係事務部

門の充実をはかるため、従来広報室の業務の中にあった学院史編集の仕事を広報室か

ら分離し、学院史編集室として独立させ、これまで広報室長であった田口欽二氏に室

長としてこの任務に専念してもらうことにした。」

最初の学院史編集室の担当者は、田口室長と平田彌生室員の２名で、事務室は本館

２階の北側に事務室（３９．２６m２）と資料室（２６．５６m２）が準備された。

このようにして誕生した学院史編集室は、まず舞鶴幼稚園の創立６０周年の記念誌『舞

鶴幼稚園六〇年のあゆみ－ひかりの子らしく』（１９７３年）に協力し、次に短期大学部

児童教育科の大学文学部児童教育学科への発展的な組織改変を機に『児童教育科三五

年のあゆみ－世のひかりをめざして』（１９７５年）を出版した。さらに１９７９年には早緑

子供の園（保育所）の創立３０周年にあたったため『早緑子供の園三〇年のあゆみ－あ

いされるこども』、『C．K．ドージャーの生涯』の編集を担当するなど、徐々に学院史

業務の成果が目に見える形で現れてきた。

◇１９７７年 自然科学館に移転

その後、１９７７年９月に学院史編集室は、自然科学館１階３（電子計算機センター設

置予定場所）に事務室（約５３m２）、展示場（約１７３m２）として仮配置された。編集室

は、電子計算機センターの新設と同時に他へ移転することが決まっており、それまで

の間、数台のガラス展示ケース、写真パネルにより学院史資料の常設展示を始めた。

写真パネルは１９７６年に学内展示した創立６０周年記念写真展のパネル約４００枚を展示場

でそのまま利用した。

３ 現在は博物館収蔵庫として使用されている。
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また、コープランド院長（当時）は、創立者生誕１００年を記念して「学院資料展示

室」を含む宗教センターとしてのC．K．ドージャー・ホール建設を計画したが、宗教

活動の点から大学敷地のどこにするか未決のままで、１９７９年６月、理事会の判断によ

り中止となった。

◇１９７９年 ６号館３階に移転

１９７９年、電子計算機センターの移転が決まり、学院史編集室は６号館の３階の教育

実習準備室（５６．７１m２）に移転した。ここも仮配置だった。

この間、１９８０年に年史の最も基礎となる『西南学院史資料』（第１集）（第２集）、『西

南学院年表』（前史篇・旧学制篇）（新学制篇）を出版しており、基礎資料の整備が行

われている。

◇１９８１年 ６号館２階に移転

次に移転したのがワンフロアー下の６号館２階だった。これは学術研究所が増築さ

れた１９８１年、児童教育学科教員研究室が同研究所に移転した跡（５６．７１m２）に移った

ものである。

そしてこの前年１１月１日に村上寅次学長（当時）を委員長とする学院史企画委員会

が立ち上がり、ここから本格的な七十年史の編集に取り組むことになる。それから５

年後、１９８５年に紆余曲折がありながらも『七十年史』の原稿が完成し、翌１９８６年４月

に発刊した。

◇１９８７年 旧１号館に移転

『七十年史』の完成を見て、翌１９８７年３月３１日付で学院史編集室田口室長が定年退

職。同時に学院史業務にあたっていた唯一の同室員平田氏も定年を待たず、退職した。

これにより独立した事務室としての学院史編集室はなくなり、「学院史業務」として

広報・調査課が後を引き継ぐことになった。

６号館にあった学院史編集室と学院史の資料等は、新２号館に移った学生課跡の旧

１号館２階に移転した。それとともに可能なものから展示できる準備を進め、１９８８年

５月１１日の創立記念日に念願の学院史資料展示室（１１２．４５m２）４をオープンした。これ

により『七十年史』の発行とあわせて学院の歴史を広く学院内外にアピールする好機
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となった。資料展示室の隣には、資料閲覧室（４０．０３m２）、資料保管室（４０．０３m２）も

併設された。

学院史資料展示室は、老朽化した旧１号館が取り壊される１９９４年まで８年間の短い

期間だったが、それまでに集められた貴重な資料を展示し、学生や教職員に西南学院

の歴史を理解してもらうことに貢献した。と同時に、福岡および西新の歴史として地

域住民や一般市民にも公開された貴重な情報提供の場となった。

また、１９８６年には、学院創立７０周年を記念してテレビドキュメンタリー『愛と剣

と－C．K．ドージャーの生涯』を放映した。これは、広報・調査課が中心となって企

画し、RKB毎日放送のチーフディレクター木村栄文氏（１９５９年・本学商卒）が制作

したもので、１０月７日にテレビ放映され、好評を得た。作品の中にはドージャーから

直接薫陶を受けた卒業生や学院関係者が登場しており、今となっては当時の映像が貴

重な資料となった。

発行物は、１９８９年大学開学４０周年を記念して『旧制高等学部から今日までのあゆ

み』という小冊子を、また１９９２年に学院史展示室を紹介するパンフレット「西南学院

のあゆみ」を作成している。

さらに１９９１年は西南学院校歌が完成して７０年目にあたるので、記念の校歌CDを製

作し、これにあわせて校歌のパンフレット「遙けきかな、わが行く道」を作成してい

る。これらは全て広報・調査課が中心となって行ってきた事業である。

◇１９９４年 本館２階に移転

その後、旧１号館（１９５２年竣工）が老朽化のため建て直されることになり、残念な

がら学院史資料展示室も取り壊されることになった。学院史の資料や展示物の主なも

のは本館３階（４９．０４m２）に移転し、展示ケースに収納・公開していた学院史の資料

は、本館の２階、３階、４階などに展示し、さしあたって必要のない資料や古文書な

どは６号館倉庫や図書館などに分散して置くことになった。

これを契機に西南学院に学院史に関する建物または資料館を設置しようという構想

が持ち上がり、村上寅次理事（当時）の名前で提出された「西南学院歴史資料館設置

の必要性について」（１９９４年１１月８日付）に結実していくことになる。当時は旧１号

館の学院史資料展示室が取り壊された年であり、担当者も展示室が継続されることを

４ １９５２年に竣工された旧１号館は、大学として最初の建物だったため詳しい資料が
残っておらず、展示室の広さはフロア全体の面積しか分からなかったが、按分して算
出している。
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望んでいたに違いない。この資料館の構想は、以下のように西南学院史、西南学院大

学史を中心にアジアにおけるキリスト教も範疇に入れるなど、幅広いビジョンがあっ

たことが伺える。

Ⅰ．西南学院資料館の機能

（１）①西南学院の資料収集・整理

②西南学院大学史の資料・整理

③南部バプテストの東洋（日本）宣教歴史と西南学院

④アジアにおけるキリスト教と社会関係を示す展示

（２）資料館担当の事務部局と主任担当者の配置

Ⅱ．「博物館法上の相当施設」（学芸員資格取得の実習施設）との関連

学術研究所を中心とする研究委員会の設置

考古学、民俗学、キリスト教史学、日本史、キリスト教音楽、

キリスト教教育史の諸分野を含む

Ⅲ．西南学院アジア地域〔宗教、文化、社会〕研究所（仮称）の設置の展望

学術研究所の研究の一環として、語学、言語、社会、教育、宗教など

しかしこの構想は意見具申として常任理事会で報告があったものの、その後理事会

での検討には至らなかったことは残念である。ちなみに村上寅次氏は１９９６年に逝去さ

れたが、ご遺志により１９９６年度、特別寄付として学院史資料整備寄付金１千万円を法

人本部に寄付された。しかし寄付の目的にあった施設が検討されなかったため、一般

寄付扱いになった。

１９９６年、学院創立８０周年を記念して『SEINAN SPIRIT－C．K．ドージャー夫妻の

生涯』を広報課が発行した。

◇１９９７年 本館Ⅱに移転

１９９７年４月、企画調整課が新たに誕生し、広報・調査課は広報課に変わって学院史

業務も引き継いだ。広報課が本館Ⅱに移転したことにより、本館３階にあった学院史

資料室の資料も移動した５。本館から移動してきた資料は、本館Ⅱの学院史資料室

（１９．２０m２）と書庫（１６．００m２）が主な収蔵場所だったが、資料室とは言え、歩くの
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に苦労するほど狭く、作業もできない状況にあった。収蔵できないものは、１階の小

会議室や階段下倉庫などに分散して格納した。

２年後の１９９９年の４月、学院史資料室係長に冨永嗣夫氏が就任。事務室は本館２階、

企画調整課に隣接して配置されたが、学院史の資料は大部分を本館Ⅱに残したままに

して必要な資料だけで業務を行っていた。残った学院史資料と特定業務以外の学院史

業務は、そのまま広報課が引き継ぎ、同年に『写真西南学院大学５０年』を出版した。

２００３年７月、大幅な事務局本部の組織改変が行われ、企画調整課と広報室の業務を

統合し、企画広報課として新たに誕生した。学院史の業務は企画広報課にそのまま移

管されたが、富永氏とともに学院史資料室は本館Ⅱの書庫（１８．００m２）に移転し、企

画広報課は本館の２階、学院史の資料は本館Ⅱという学院史の諸機能が分散される形

となった。

同じく当組織改編で、地域社会と大学の連携を図ることを目的に新たに学外連携推

進室ができた。同室の業務のひとつは福岡市との連携のもとに計画された子育て支援

施設であった。それは２００７年に乳幼児親子の交流の場である子育て支援施設「西南子

どもプラザ」として本館Ⅱで運営を開始した。その運営を開始予定の２００７年に間に合

うよう本館Ⅱの１階を改修することになったため、２００６年度中に学院史資料室も移転

を余儀なくされた。

５ その他展示ケースに収納されていた資料は、そのまま継続して本館で展示された。

学 院 史 資 料 室
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◇２００７年 本館４階に移転

２００３年４月、中高が百道浜校地に移転した後、最も古い建物である西南学院講堂

（１９２１年竣工）を耐震補強して博物館に改修しようという計画が持ち上がった。その

後順調に進み「キリスト教文化、教育文化、地域文化、西南学院史等に関する博物館

資料の収集、整理、保管、閲覧及び展示に関する事項」を業務とした西南学院大学博

物館は２００６年の５月に完成した。博物館収蔵庫（自然科学館の旧情報処理センターマ

シン室・資料室・準備室を予定）に学院史の資料を置くことが考えられていたが、ス

ペース的に不十分だったため、学院史の資料が収納できそうもなく、あらためて見直

しが必要になった。

結局、当初２００６年には学院史資料が博物館収蔵庫に移転する予定だったが、新たに

保管場所を確保しなければならず、試行錯誤の結果、本館４階の会議室（１）（４９．６４m２）

および旧同窓会応接室（３４．２４m２）に移転したのは２００７年の３月だった。しかし、こ

の時点で、本館４階の空き室となった旧同窓会事務室（３９．２５m２）、同小会議室

（３９．６７m２）の使途、および本部事務次長室増設の検討が急遽浮上し、その結果、企

画広報課が本館２階から同４階へ移転することになった。そのため、学院史資料室も

小会議室（１）に移った。その小会議室（１）も耐荷重の問題で６月に小会議室（２）に変わ

り、隣接した共同作業室を使わせてもらうため２部屋の壁を取り払って、今の姿に落

ち着いた（７４．１２m２）。主な備品は、書類キャビネット９台、写真キャビネット５台、

書架２５台、整理用机３台、事務机２台、ブックトラック２台、パソコン・プリンター

１台などである。

この段階で、今まで分散していた資料もようやく１箇所に集約され、百年史を編纂

するに当たってのスタートラインに立つことができたと言えよう。今から未整理、未

分類の資料に着手しなければならないが、まずは分類表の見直しからはじめたいと考

えている。

◇おわりに

『七十年史』を発刊して以来、２０年の間に、①学院史業務の担当者が広報業務と兼

務であったこと、②事務室及び資料室の移転が４回もあったこと、③資料が分散され、

集めた資料を十分に分類できなかったこと、等々学院史業務にとって好ましからざる

状況が続いた。しかも老朽化した本館の建て直し計画が順調に進むと、２００９年にはま

た移転しなければならないという運命が待っている。言うまでもなく学院史は順序や
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並びが大切であり、頻繁にモノを動かすことはなるべく避けなければならない。やは

り独立した建物が望ましい。１００周年をひとつの契機として村上案のような構想が実

現されることを願っている。

学院史という歴史を扱う仕事は、前向きな仕事ではなく、どちらかと言えば歴史を

振り返るという後ろ向きな仕事に見える。しかし、歴史があってこそ現在があるので

あり、後ろを振り返ってこそ将来が見えてくるのではなかろうか。

（文責・世戸口尚英）

■ ９４ ■



学院史資料室・事務室の変遷 （冒頭数字は月）

年 学院史関連 資料室・事務室 名称及び責任者

７３年 ４ 学院史編集室を開設。場
所は本館２階（６５．８２m２）。

４ 室長田口欽二。

７７年 ９ 学院史編集室は自然科学
館の１階の事務室（５３m２）
と展示室（１７３m２）に仮移転。

７９年 ６ ６号館３階に移転
（５６．７１m２）。

８０年 １１ 村上寅次学長が委員長と
なり、学院史企画委員会を組
織。

８１年 ６号館の２階に移転
（５６．７１m２）。

８６年 ４ 『西南学院七十年史』発刊。
５ 学院創立７０周年記念式典。
１０ テレビドキュメンタリー
「愛と剣と－C．K．ドージャー
の生涯」を放映。

８７年 ４ 学院史資料室が６号館か
ら旧１号館２階（元学生課）
へ移転。展示室（１１２．４５m２）・
閲覧室（４０．０３m２）・保管室
（４０．０３m２）。

３ 学院史資料室の田口欽二、
平田彌生が退職。
４ 学院史資料室の業務が、
広報・調査課に移管。主に課
長の芳永弘が学院史担当。

８８年 ５ 学院史資料展示室が旧１
号館２階にオープン。

８９年 ５ 『西南学院大学開学４０周
年－旧制高等学部から今日ま
でのあゆみ』発行。

９１年 ２ 西南学院校歌完成７０年目
を記念してCDを製作。
１２ 校歌のパンフレット『遙
けきかな、わが行く道』を発
行。

９２年 ２ 学院史資料展示室のパン
フレット「西南学院のあゆ
み」発行。

９４年 ６ 学院史資料展示室閉室。
と同時に学院史資料も本館３
階（４９．０４m２）を中心に１階～
４階、６号館裏倉庫、図書館
旧職員休憩室などに移転。

９５年 ７ 広報・調査課長に高松千博。

９６年 ５ 学院創立８０周年記念式典。
『SEINAN SPIRIT－C．K．
ドージャー夫妻の生涯』発行。

■ ９５ ■



年 学院史関連 資料室・事務室 名称及び責任者

９７年 ４ 本館３階の学院史資料を
本館Ⅱの資料室（１９．２０m２）
と書庫（１６．００m２）に移転。

４ 広報・調査課は広報課に
変わり、学院史業務も移管。
課長に山田能久。

９９年 ６ 『早緑子供の園５０年のあ
ゆみ』発行。
１１ 『写真西南学院大学５０
年』発行。

４ 学院史資料室係長に冨永
嗣夫。学院史業務の一部を本
館２階で担当。

０３年 ７ 本部再編により広報課は
企画広報課に変わり、学院史
業務も移管。課長に高松千博。

０５年 ３ 百年史編纂諮問委員会が
組織される。

０６年 ５ 学院創立９０周年記念式典。
旧高校講堂を大学博物館に改
装してオープン。
５ 『西南学院史紀要』を創刊。

５ 大学博物館にドージャー
記念室（１F）、西南学院の歩
みコーナー（３F）設置。

３ 冨永嗣夫が定年退職。学
院史は企画広報課に移管。
４ 企画広報課長に古賀敦子。
１２ 百年史編纂準備委員会が
組織される。

０７年 ５ 『西南学院史紀要』２号
発行。

３ 点在していた資料を本館
４階小会議室（１）（４９．６４m２）
に集約。
６ 本館４階小会議室（２）と
共同作業室の壁を撤去して移
転（７４．１２m２）。

（敬称略）

■ ９６ ■




